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 資料編                              

■ 用語解説（五十音順）                               

 

ウォーカブル 

「歩く」を意味する「walk」と「できる」の「able」を組み合わせた造語で、「歩きやすい」

「歩きたくなる」という意味。 

 

かわまちづくり 

加古川市が行う、かわ空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指す取組で、「かわ」の

魅力を活かし、「まち」と一体となったソフト施策やハード施策を実現することで、水辺空間

の質を向上させ、地域の活性化や地域ブランドの向上などの実現を目指す。 

 

サードプレイス 

自宅や職場とは隔離された、心地のよい第 3 の居場所を指す。アメリカの都市社会学者であ

るレイ・オルデンバーグによって、人々がそれぞれ独自のサードプレイスを持つことで、人

生において様々な場面で良い効果をもたらすものと提唱された。 

 

事業スキーム 

 スキームとは、「枠組みを伴った計画」や「計画を伴う枠組み」のことで、本方針では、事業

手法や事業期間などの事業の枠組みを指す。 

 

集約型都市計画 

生活利便性の維持・向上を目的とし、居住や生活サービス機能を集積する計画で、集約型都

市はコンパクトシティともいわれる。 

 

ステークホルダー 

直接・間接的に影響を受ける利害関係者のこと。 

 

スマートシティ 

ICTなどの新技術を活用しつつ、マネジメント（計画、整備、管理・運営など）の高度化によ

り、都市や地域の抱える課題の解決を行い、また新たな価値を創出し続ける、持続可能な都

市や地域のこと。 

 

 

デジタル田園都市国家構想 

「心ゆたかな暮らし」（Well-Being）と「持続可能な環境・社会・経済」（Sustainability）を

実現していく構想で、2022年に閣議決定された国家構想のこと。 
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都市機能誘導区域（高次都市機能誘導型） 

医療、福祉、商業などの都市機能のうち、広域の地域を対象とした、質の高いサービスを提

供する都市機能を都市の中心拠点などに誘導・集約することにより、これら各種サービスの

効率的な提供を図る区域のこと。 

 

パブリックスペース 

 公民の敷地を問わないソト（屋外）空間であり、人々の居場所となり、楽しく、アクティビ

ティの生まれる、誰もが使える自由空間。 

 ※引用：一般社団法人ソトノバホームページ 

 

マスタープラン 

他の計画の上位に位置付けられる総合的な計画のこと。 

 

面的整備 

ある程度の広さの地区を対象とする複合的な整備のこと。土地区画整理事業や大規模な開発

事業などを指す。 

 

立地適正化計画 

都市再生特別措置法に位置付けられた計画。居住機能や医療・福祉・商業・公共交通などの

様々な都市機能の誘導により、都市全域を見渡したマスタープランの高度化版のこと。 

 

連続立体交差事業 

都市部における道路整備の一環として、道路と鉄道との交差部において、鉄道を高架化また

は地下化することによって、多数の踏切を一挙に除却し、踏切渋滞、事故を解消するなど都

市交通を円滑化するとともに、鉄道により分断された市街地の一体化を促進する事業のこと。 
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■ 参考資料１ 加古川駅周辺まちづくり検討会 委員名簿（令和 7年 8月時点）                

 

氏名 所属団体等 

加古川駅周辺まちづくり検討会（本部） 

長濵 伸貴 神戸芸術工科大学教授 

山口 行一 大阪工業大学教授 

秋元 勇人 西日本旅客鉄道株式会社近畿統括本部兵庫支社副支社長 

藤原 武彦 加古川商工会議所専務理事 

岡本 敏教 加古川駅前地区まちづくり協議会会長 

中田 直文 加古川市副市長 

ウォーカブル・景観部会 

長濵 伸貴 神戸芸術工科大学教授 

赤澤 宏樹 兵庫県立大学教授 

阪口 努 特定非営利活動法人シミンズシーズ代表理事 

梶原 伸介 合同会社ｈｙｐｈｅｎ代表社員 

貴傳名 充 加古川駅前通商店街振興組合理事長 

小林 善明 寺家町商店街振興組合理事長 

藤原 秀一 加古川市都市計画部長 

谷川 敏康 加古川市技監 

再開発施設部会 

岡本 敏教 加古川駅前地区まちづくり協議会会長 

大西 陽一郎 加古川駅前地区まちづくり協議会副会長 

大石 純一 加古川再開発ビル株式会社総務部長 

上田 敏 加古川市産業経済部長 

藤原 秀一 加古川市都市計画部長 

谷川 敏康 加古川市技監 

交通広場部会 

山口 行一 大阪工業大学教授 

西堀 泰英 大阪工業大学准教授 

山本 法生 神姫バス株式会社加古川営業所長 

藤原 隆晴 一般社団法人兵庫県タクシー協会東播支部支部長 

楡井 太郎 西日本旅客鉄道株式会社近畿統括本部経営企画部 

中島 眞吾 加古川警察署交通第一課長 

中務 裕文 加古川市建設部長 

藤原 秀一 加古川市都市計画部長 

谷川 敏康 加古川市技監 
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■ 参考資料２ 加古川駅周辺再整備基本方針公表までの主な経過（令和 5年度以降）                

 

年 月 検討経過 

令和 5年 7月  

11月  

12月  

令和 6年 1月  

2月  

3月  

4月  

5月  

6月  

7月  

8月  

9月  

10月  

11月  

12月  

令和 7年 1月  

2月  

3月  

 

 

4月  

5月  

6月  

 

7月  

 

8月 加古川駅周辺再整備基本方針の公表 

 

加古川駅前公共施設 

整備基本計画策定 

検討委員会・ 

検討会・ 

ワーキンググループ 

権利者勉強会 

まちづくり検討会(本部) 

ウォーカブル・景観部会 

再開発施設部会 

交通広場部会 

まちづくり検討会（本部） 

ウォーカブル・景観部会 

権利者勉強会 

権利者勉強会 

地権者意見交換会 

地権者意見交換会 

まちづくり協議会設立準備会 

地権者意見交換会 

まちづくり協議会設立準備会 

区分所有者説明会 

まちづくり検討会（本部） 

ウォーカブル・景観部会 

再開発施設部会 

交通広場部会 

まちづくり協議会設立準備会 
ウォーカブル・景観部会 

再開発施設部会 

交通広場部会 

まちづくり協議会設立総会 
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■ 参考資料３ ＪＲ加古川駅周辺再整備に関するアンケート結果           

 

１．調査目的 

  ＪＲ加古川駅周辺再整備の具体化へ向けた検討を進めるにあたり、令和６年度から令

和９年度にかけて再整備基本計画の策定を予定している。本調査は、新たな駅周辺（再

整備する複合施設や駅前広場など）に描くイメージや求められる機能、サービス等につ

いて広く市民などの意見を把握するため実施した。 

 

２．調査方法 

（１）対象者 

  ①市内在住の 15歳（高校生）以上の男女 3,000名（無作為抽出により市から郵送） 

②上記①以外で駅周辺の公共施設に来訪された方や広報かこがわ、市公式 LINE等で

アンケートの実施を知った方 

（２）調査内容 

  ・属性、お住まいの地域など 

  ・加古川駅周辺への来訪について（来訪頻度・目的・手段など） 

  ・市民会館、図書館、子育てプラザの利用について（利用有無、頻度、目的など） 

  ・新たな駅前に描くキーワード 

  ・普段どのようなときに幸せを感じるか 

  ・自由記述（新しい駅周辺での理想的な過ごし方やその理由、その他意見など） 

（３）調査方法 

  ①50歳以上は紙の調査票、50歳未満はオンライン調査票にて回答 

②紙の調査票（加古川駅周辺再整備推進室、市役所市民ロビー、市民交流ひろば、加

古川図書館、加古川駅南子育てプラザ、加古川観光協会、加古川観光案内所（JR加

古川駅構内）に設置のアンケート用紙）もしくはオンライン調査票にて回答 

 

３．調査日時 

  令和６年９月 19日（木）～令和６年 10月 31日（木） 

※紙の調査票での郵送による返送は、11月 11日（月）到着分まで有効とする 

 

４．回答結果 

対象者 対象数 回答数 回答率 

① 市から調査票を郵送した方 3,000通 1,163通 38.8％ 

② 上記①以外の方 ―  369通 ―  

 

５．留意点 

  ・図表中の「ｎ」は、各質問の回答者数を示す。 

  ・回答の比率(％)は、ｎを基数として算出し、小数点以下を四捨五入しているため、

すべての選択肢の比率の合計が 100％にならない場合がある。 

  ・複数回答可の質問は、すべての選択肢の比率の合計が 100％を超える場合がある。 
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ＪＲ加古川駅周辺再整備に関するアンケート集計結果（単純集計） 

 

■問１ あなた自身のことについておたずねします。 

１．あなたの性別は                           ｎ＝1532 

 

２．あなたの年齢は                           ｎ＝1532 

 

３．あなたの居住地は                          ｎ＝1532 
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■問２ 加古川駅周辺の来訪について                  

１．来訪目的は（複数選択可）              ｎ＝1523（無回答を除く） 

 

その他：健康診断、市役所、母の介護へ向かう為にバスを乗り換える、待ち合わせ、ボランティア活動、銀行の名義変

更、暇つぶしの為、図書館利用、郵便局・JA 利用、街頭啓発、仕事の関係、消防団の為、図書館での学習、

ウォーキングルート、テレワーク、帰省、美容院  など 

 

 

２．来訪頻度は                     ｎ＝1430（無回答を除く） 
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３．来訪日は                      ｎ＝1324（無回答を除く） 

 

 

４．駅周辺への来訪手段は（複数選択可）         ｎ＝1425（無回答を除く） 

 

その他：ニッケパークタウンに車を置いて歩いて駅まで行く  など 
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■問３ ＳＨＯＷＡグループ市民会館（加古川市民会館）についておたずねします。 

１．利用頻度は                             ｎ＝1518 

 

２．利用目的は（複数選択可）              ｎ＝1038（無回答を除く） 

 

その他：予防接種、健康診断、学校のイベント、加古川ツーデーマーチ、歓送迎会、受験、誕生日会、町内会の行事、

野球観戦、ハンドメイドイベント、映画  など 

３．参加形態は（複数選択可）              ｎ＝1032（無回答を除く） 
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■問４ 図書館についておたずねします。 

１．利用頻度は                             ｎ＝1506 

 

２．よく利用する図書館は（複数選択可）         ｎ＝1068（無回答を除く） 

 

その他：両荘みらい学園学校図書館、高砂市立図書館、姫路市立図書館広畑分館、姫路市城内図書館、小野市立図書
館、明石や神戸市東灘区、播磨町・稲美町の図書館、人権文化センター、地域閲覧サービス  など 

 

３．利用目的は（複数選択可）                ｎ＝1070（無回答を除く） 

 

その他：周辺エリアでのわんことの散歩、妻の付き添い、お仕事体験、送迎の待ち時間、パズル遊び、作品展示 など 
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■問５ 子育て支援施設についておたずねします。 

１．利用頻度は                             ｎ＝1466 

 

２．よく利用する子育て支援施設は（複数選択可）     ｎ＝339（無回答を除く） 

 

その他：志方児童館、海洋文化センター、あかしこども広場、氷丘公民館、尾上公民館、星の子館（姫路市）、兵庫県
立こどもの館、民間の屋内遊戯施設、加古川西公民館、青少年女性センター、加古川総合保険センター  など 

 

３．利用目的は（複数選択可）              ｎ＝404（無回答を除く） 

 

その他：面会交流、トイレ、休憩、イベントのお手伝い、ファミサポ利用  など 
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■問６ 市民交流ひろば、マイナンバーカードセンター、国際交流センター、男女共同 

参画センター（いずれもカピル２１ビル５階）についておたずねします。 

１．利用頻度は                             ｎ＝1497 

 

２．利用目的は                     ｎ＝703（無回答を除く） 

 

その他：子供の遊ぶところ、ウェルピーポイント付与して貰う為、本人確認  など 
 

３．利用形態は（複数選択可）                            ｎ＝662（無回答を除く） 
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■問７ あなたが思う加古川市について自由記述 

○自由記述のＡＩ文章要約結果（UserLocal×ChatGPT） 

 

１．住みやすさ 

加古川市は「住みやすい」との意見が多く、特に「都会過ぎず田舎過ぎない」環境が評価 

されています。多くの回答者が「自然が豊かで、買い物も便利」と述べています。 

２．交通の便 

新快速が停車するため、姫路や神戸へのアクセスが良好であることが強調されています。 

交通機関の充実が住民にとっての大きな利点とされています。 

３．自然環境 

海や山、川が近く、自然に恵まれた環境が魅力として挙げられています。「自然が多く、 

静かに暮らせる」という意見が多く見られます。 

４．商業施設の充実 

  スーパーやショッピングセンターが多く、生活に必要な施設が揃っているとの意見が多い 

ですが、若者向けの娯楽施設が不足しているとの指摘もあります。 

５．課題 

渋滞や公共交通の不便さ、特に高齢者にとっての移動手段の不足が懸念されています。 

また、商業施設の活性化や地域の魅力向上に対する期待も寄せられています。 

 

このように、加古川市は住みやすさや交通の便、自然環境の良さが評価される一方で、若

者向けの施設不足や交通の課題が指摘されています。 

  

○ワードクラウド 

 一般的な文章ではあまり出現しないが、この設問によく出現した単語の回数を大きさで図示

したもの。 

 

 

0 
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■問８ 幸福度についておたずねします。 

１．普段どのようなときに幸せを感じますか？（複数選択可）        ｎ＝1473 

 

その他：家でゴロゴロしているとき、眠っているとき、お金に余裕があるとき、何もせず一人でぼーっと過ごすこと、
市街へドライブへ行くとき、布団に入った瞬間、地域の活性化の取り組みをしているとき、肌荒れしていない
状態が続いたとき、たいしたことをしていないのに人に喜んで貰えたとき、季節ごとの自然の表情の変化・色

づく稲穂や作物の実り・コウノトリの飛来を目にしたとき、友人や家族と気持ちが通じ合った時、ひとりで外
食しているとき、やらないといけない家事がすべて終わったとき、二千円札を使用するとき、一日が終わった
とき、ボランティアをしているとき、孫が遊びに来た時  など 

 

２．うち、幸福度が一番高いものは何ですか？               ｎ＝1465 
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３．うち、幸福度が２番目に高いものはなんですか？                       ｎ＝1434 

 

 

４．うち、幸福度が３番目に高いものはなんですか？            ｎ＝1367 
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■問９ 加古川市の未来像として、新しい加古川駅周辺に期待するキーワードに 

    ○をつけてください。（複数選択可）               ｎ＝1470 

 

その他：雨や日光の心配なく歩けるエリア、駅周辺の通行のしやすさ、パソコンがつかえて飲食もできる誰でも使える

フリースペース、体験施設、ペットの遊び場  など 
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■問１０ 駅周辺での理想的な過ごし方、その他思うこと 

○自由記述のＡＩ文章要約結果（UserLocal×ChatGPT） 

 

１．生活利便性の向上 

「車がなくても周辺で生活できるようスーパーや生活雑貨、生活家電や図書館が残って 

ほしい」との要望があり、日常生活に必要な施設の充実が求められています。 

２．防災対策と環境整備 

「植物で四季を感じられる空間、洪水対策を含めた防災減災対策をしている空間にして 

ほしい」との意見があり、地域の安全性や自然環境の保全が重視されています。 

３．子育て支援の充実 

「こどもがいても落ち着いて食事ができる場所」や「預けられる場所がほしい」といった 

要望があり、子育て世代への配慮が求められています。 

４．交通とアクセスの改善 

「駅への送迎時、もう少しスムーズにできるようになればいいと思う」との意見があり、 

交通の便や駐車場の充実が求められています。 

５．文化・娯楽施設の充実 

「映画館や大型ショッピングモールなどがほしい」との要望があり、地域の活性化や集客 

力向上のために文化・娯楽施設の整備が求められています。 

 

全体として、加古川市の駅周辺における生活環境の向上、特に子育て支援や防災対策、交

通の便、文化施設の充実が強く求められていることが分かります。市民が安心して過ごせ

る、活気のあるまちづくりが期待されています。 

  

○ワードクラウド 

 一般的な文章ではあまり出現しないが、この設問によく出現した単語を回数の大きさで図示

したもの。 
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ＪＲ加古川駅周辺再整備に関するアンケート集計結果（クロス集計） 

 

■問２―２ 年齢別の来訪頻度                     ｎ＝1430 

 

 

■問９ 加古川駅周辺に期待するキーワードの年齢別傾向 

〇15歳～29歳の回答者 

 
 

2.7%
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13.5%

24.7%

38.0%

13.8%

16.0%

9.8%

20.3%

13.0%

13.0%

11.1%

14.6%

19.1%

21.7%

24.6%

17.3%

22.6%

11.1%

30.3%

24.5%

28.9%

22.5%

39.9%

19.9%

24.1%

26.4%

21.8%

13.2%

13.4%

15.9%

17.1%

13.9%

12.3%

6.9%

7.2%

1.4%

0.5%

2.7%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳以上

６０歳～６９歳

５０歳～５９歳

４０歳～４９歳

３０歳～３９歳

２０歳～２９歳

１５歳～１９歳

週５日以上 週に数回程度 週に１回程度 月に１回程度 年に数回程度 ほとんど利用しない
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〇30歳～59歳の回答者 

 
 

 

〇60歳～の回答者 
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■問９ 年齢別のキーワード類型別の傾向 

 

 

 

 

 

 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

賑わい×憩い 空間・デザイン・景観のイメージ

公共サービス 交流イベント

子育て 文化活動

学習

（各類型に含まれるキーワードは下記のとおり） 

賑わい×憩い：飲食、ショッピング、芝生広場、のんびり、散歩、おしゃべり、読書 

空間・景観・デザインのイメージ：清潔感、おしゃれ、自然、都会的、住まい 

公共サービス：駐車場、医療、駐輪場、行政窓口、防災、観光案内、情報発信、貸会議室 

交流イベント：イベント、お祭り、スポーツ活動、交流、市民活動 

子育て：子どもの遊び場、水遊び、子育て相談 

文化活動：映画上映、音楽会・コンサート、多目的ホール、演劇・舞台 

学習：教育、自習室、塾・習い事、生涯学習、歴史 


